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外科領域の皮膚軟部組織感染症に対する ritipenem acoxil の臨床 的検討

澤田康夫 ・大久保 尚#・ 樟本賢首 ・橋本伊久雄

天使病院外科*

(#現 釧路労災病院外科)

新規経口ペネム系抗生物質 ritipenem acoxil (RIPM-AC) を感染性粉瘤4例,皮 下膿瘍3例,術

創二次感染2例,療 疽1例 の計10例 に投与 し,臨 床効果と安全性を検討 した。臨床効果は著効8例,

有効2例 で有効率は100%で あった。細菌学的効果では,9例 より12株 が検出されたが,全 株消失

し,除 菌率は100%で あった。本剤投与に起因する副作用は認められず,臨 床検査値の異常は1例 に総

ビリルビンの軽度上昇が認められた。
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Ritipenem acoxil (RIPM-AC) は,フ ァル ミタ リア

カルロエルバ株式会社(現 ファルマシア株式会社)お

よび田辺製薬株式会社により共同開発された新規経口ペ

ネム系抗生 物質で ある。本剤 は活性 本体であ るriti-

penem (RIPM) のエステル化により消化管吸収性を高

めたもので,経 口投与時には腸管壁のエステラーゼによ

り加水分解 されて活性なRIPMと して循環血中に移行

す るプロ ドラッグである。活性本体であるRIPMは 各

種 β-ラ クタマーゼに安定であり,緑 膿菌を除 く好気性

な らびに嫌気性のグラム陽性菌 ・グラム陰性菌に広範囲

な抗菌 スペ ク トルを有 し,特 に Enterococcus faecalis

を含む好気性グラム陽性菌ならびにBacteroides属 など

の嫌気性菌 に対 し,優 れた抗菌力を示す1)。

本剤 の実験 的マ ウス感 染症 に対す る検討で は,in

vitro抗 菌 力を反 映 した治療効果 を示 し,各 種毒性試

験,生 殖試験および一般薬理試験の成績において,本 剤

の安全性が確認 されている1)。

本剤は経口投与により消化管より速やかに吸収され,

200mgを 空腹時経 口投与 したときの血中濃度は投与後

約40分 で最高2.10μg/mlを 示 し,以 後0.65時 間の生

物学的半減期で減少する1)。投与後6時 間までにほとん

ど尿中排泄される1)。

以上の特徴を有す るRIPM-ACを 皮膚軟部組織感染

症に対 して投与 し,臨 床効果,細 菌学的効果,副 作用の

有無,臨 床検査値の推移か ら,そ の有効性および安全性

を検討 した。

対象症例は1992年10月 より1993年2月 までの5ヵ

月間に天使病院外科を受診 し,治 験参加の同意が得 られ

た皮膚軟部組織感染症患者10例 であった。年齢は22歳

か ら68歳 まで(平 均47.2歳)で,男 性7例,女 性3

例 で あった。疾患別では,感 染性粉瘤4例,皮 下膿瘍

3例,術 創二次感染2例,療 疽1例 であった。細菌学的

には,9例 において本剤投与前に菌が分離 され,12株

が検 出 され た。 菌種 別で はcoagulase—negative Sta-

phylococcus  4株, Staphylococcus aureus 2株,

Peptostreptococcus magnus 2株, Corynebacterium

sp., Peptostreptococcus asaccharolyticus, Veillo-

nella sp., Anaerobic GPR の各1株 である。

投与方法は本剤200mgを1日3回 投与が9例,1日

3回 か ら2回 に投与中変更 した症例が1例 であり,い ず

れ も食後内服で,投 与期間 は4日 か ら15日(平 均8.1

日)で あ った。

なお,臨 床効果の判定は著効,有 効,や や有効,無 効

の4区 分と し,感 染症に関連 した自覚および他覚的症状

の推移を もとに判定 した。その判定基準は以下の通りで

ある。

著 効:投 与3日 目以内に自覚,他 覚症状の消失し

たもの。

有 効:投 与5日 目以内に自覚,他 覚症状の半数以

上が消槌または消失 したもの。

やや有効:投 与7日 目以内に自覚,他 覚症状の一部が

消褪または消失 した もの。

無 効:投 与7日 目以上経過 して症状が改善 しない

か悪化 したもの。

なお,こ の際,切 開などの外科的処置の有無は考慮 し

なか った。

臨床効果,細 菌学的効果および副作用の有無などを

Table1に,ま た,本 剤投与前後の臨床検査値の推移を

Table2に 示す。臨床効果 は,著 効8例,有 効2例 であ

り,有 効率 は100%で あった。細菌学的検討では,9例

か ら分離された12株 は全て消失 し,菌 消失率は100%

であった。本剤投与前後の臨床検査値の検討は8例 で施

行され,総 ビリルビンの軽度上昇が1例 に認め られた。

なお,本 剤投与に由来す ると考え られる副作用は何 ら認
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Table 1. Clinical efficacy of RIPM-AC

Table 2. Laboratory findings before and after RIPM-AC treatment

B: before A: after
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め られなかった。

以上の対象症例での臨床効果 は100%の 有効率を示

し,細 菌学的効果 も100%の 菌消失率が認められた、ま

た,臨 床検査値の変動 は総 ビリル ビンの上昇が1例 に認

め られたとはいえ軽度であり,副 作用は全例に認め られ

なかった。以上の成績 より,新 規経 口ペネム系抗生物質

であるRIPM-ACは 外科領域の皮膚軟部組織感染症に

対 してその効果が大いに期待 され,か っ安全に使用 し得

る有用な薬剤と考えられた。
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A new ester-type of oral penem, ritipenem acoxil (RIPM-AC), was administered to 10 patients:
4 with infectious atheroma, 3 with subcutaneous abscess, 2 with postoperative wound infection, and
1 with felon. Clinical efficacy was excellent in 8 patients and good in 2, a 100% efficacy rate.
Bacteriologically, 12 organisms were isolated from 9 patients, and the eradication rate was 100%
after RIPM-AC treatment. No side effects attributable to RIPM-AC were observed throughout the
study, with the exception of mild elevation of total bilirubin observed in 1 patient at the end of
treatment.


